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国土交通省 平成24年度第1回
住宅・建築物省ＣＯ２先導事業 採択プロジェクト

2015年11月25日
第16回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

完了プロジェクト紹介

プロジェクトテーマ

『エコスクール・ＷＡＳＥＤＡ』は、『学び育てるエコ環境づくり』を
基本コンセプトとし、次世代の地球環境時代を切り拓く学生教育の場として、

自然エネルギー最大活用による 創エネ（ポジワット）
パッシブ・アクティブ技術による 負荷低減（ゼロワット）
超高効率システムの導入による 省エネ（ネガワット）

を効果的に組合せ、省ＣＯ２、快適・安全・安心な学び舎の実現を目指す
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ゼロワット 
負荷低減 
 
ゼロの投入エネルギーで環

境品質を向上 

ネガワット 
省エネ 
 
機能維持に必要なエネルギ

ー消費量を最小化 

ポジワット 
創エネ 
自然からエネルギーを汲み

上げ、災害時にも安全・安心

な環境を実現 

－ ０ ＋
エコスクール・ＷＡＳＥＤＡ 



建築概要、事業スケジュール
2014年6月竣工

延床面積：約8,700m2

構造 ：鉄筋コンクリート造/鉄骨造

階数 ：地上2階 地下なし（普通教室棟）

地上2階 地下なし（講堂棟）

地上4階 地下1階（体育館棟）
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普通教室棟講堂棟体育館棟

(C)DAICI ANO

プロジェクトの概要1 3



ウィンドキャッチャー 4

L字型建物形状、凹凸ファサードからなるウインドキャッチャーにより
南北の教室へ風を取り込み、自然換気による空調負荷低減効果を強化。

ゼミ室多目的室

1
HR教室

2
HR教室

3
HR教室

4
HR教室サブエントランス

設備
倉庫 WC 滅菌ろ過

廊下

設備室
75㎡150㎡

75㎡ 75㎡ 75㎡ 75㎡75㎡

40㎡ 40㎡ 40㎡

180㎡

凹凸ｳｲﾝﾄﾞｷｬｯﾁｬｰ

L字型ｳｲﾝﾄﾞｷｬｯﾁｬｰ

ポジワット技術

ウィンドキャッチャー 教室窓 欄間 横軸窓 

気流速度1) 温湿度2) 圧力差3) 

N 

南側教室(3D) 

北側教室(3B) 

階段室 

ウィンド
キャッチャー
（給気）

横軸窓
（排気）

プロジェクトの概要2 5



空調スウィング制御、千鳥グルーピング 6

ゼロワット技術

設定温度の上限・下限を設定し室内温度に許容域を持たせ、室内機が稼働しな

い時間帯を拡張するスウィング制御を導入

教室内前後に2台の室内機を設置し、千鳥に別系統の室外機にグルーピング、
熱負荷の低い時には片側のみを運転することで、室外機の高負荷率運転が可能

ネガワット技術
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傾斜庇、グラデーションブラインド 7

ゼロワット技術

東西軸配置により外皮負荷低減

夏期：傾斜庇により日射遮蔽を行うとともに、拡散光を導く

冬期：グラデーションブラインドで自然光を天井面に反射させ、
間接光を室内へ導く

東西軸配置

グラデーションブラインド

傾斜庇

(C)Sode Naomichi



プロジェクトの概要3 8

太陽熱利用、中低温蓄熱槽、水熱源ＨＰ 9

ポジワット技術 ネガワット技術

中低温度帯で効率の高い平板式太陽熱集熱器と

大容量の中低温蓄熱槽、水熱源ＨＰを組み合わせた熱源システム

貯湯槽

熱交換器 熱交換器

水熱源
ヒートポンプ

太陽熱集熱器

冷却塔

高温側水槽 低温側水槽

ソーラー
クーリング

冷却塔
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見える化

リアルタイムでの太陽熱集熱量、太陽光発電量、クラスごとのCO2排出量

を表示する見える化システムを導入

自然換気推奨ランプを各教室内に設置し、窓開け行動を促す

ゼロワット技術

見える化画面

自然換気
推奨ランプ
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省エネルギー効果 11
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その他 太陽熱（平板式）

太陽熱（真空管式） 太陽光発電

353MJ/㎡年 45%削減

71MJ/㎡年
消費エネルギー

竣工後1年間（2014年7月～2015年6月）の一次エネルギー消費量原単位は、
353MJ/㎡年
太陽熱、太陽光発電による自然エネルギー利用量は、71MJ/㎡年
冷房設備が導入された都立高校183校の平均実績（H22年度）の
639.4MJ/㎡年（基準）と比べると45％削減



プロジェクト概要 “Regenerative Campus”の創造

エントランスプラザより昇降口を見る

1階平面図 地下1階平面図 2階平面図 3階平面図

ランチ
ルーム
ランチ
ルーム

メディアセンターメディアセンター

昇降口昇降口

第2アリーナ第2アリーナ

格技場格技場

第3アリーナ第3アリーナ

25mプール25mプール

小ホール小ホール

大教員室大教員室

大ホール大ホール

第1アリーナ第1アリーナ

大ホール大ホール

吹抜吹抜

吹抜吹抜

吹抜吹抜

■ 小中高一貫教育の展開事業

■ 京都市伏見区深草キャンパスから
長岡京市への移転

■ 生徒・教職員数：約2000人

敷地面積：42,208.66㎡
延床面積：38,550.47㎡
オープン ：2014年9月
主要構造：鉄筋コンクリート造（一部鉄骨）

階 数：地下１階 地上６階

キャンパスの中心となるアトリウム 体育館内観



“Regenerative Campus”に向けた5つの柱と取組み

“Regenerative Campus”をつくる 建築・設備計画の一体的取組み



1. 地域性を活かした計画

配置ダイアグラム

現状では
チガヤ（日本在来種草本）が順調に生育
外来種（セイタカアワダチソウなど）を寄せ付けず、
期待した植生が再生されています

ブラウンルーフ

2. 自然エネルギー利用/2-1.ゼロ エネルギー アトリウム



省エネ対策前

2-1 ゼロ エネルギー アトリウム

（MJ）

【月別エネルギー収支】
イメージグラフ

【年間エネルギー収支】

省エネ対策後

蓄電活用
（40ｋＷｈ）

データ集計中です
ゼロエネルギー
達成の見込み！

1） 日射熱負荷低減・断熱性を高めた外装
2） 昼光利用
3） ＧＨＰのエンジン回転数最適化
4） 全熱交換器による

CO₂センサー外気導入量制御
5） アトリウムとのカスケード空調
6） 全熱交換器によるナイトパージ

2-2 教室における取組み



1） LED照明

2） 床輻射空調

3） マルチフロアチムニー
による自然換気

2-3 体育館における取組み

リチウムイオンバッテリー

3．ピークカットに寄与する電力デマンド低減

■ ピークカットに寄与する電力低減システム

【デマンド制御システム】

「創エネ」

「創エネ」

「蓄エネ」

「蓄エネ」

64kWh 蓄電システム
40kWh太陽光発電

35kWコージェネレーションシステム

中央監視

電力量計

商用電源

160kWh太陽光発電



3．ピークカットに寄与する電力デマンド低減

■ デマンドコントロールイメージ

・コージェネレーションはデマンド値450kW超過で運動開始

・蓄電池は電力ピーク時間帯の12～15時に放電します。

コージネレーションによる削減

・コージェネレーションはデマンド値450kW超過で運動開始

・蓄電池は電力ピーク時間帯の12～15時に放電します。

蓄電池の放電による削減

・コージェネレーションはデマンド値450kW超過で運動開始

・蓄電池は電力ピーク時間帯の12～15時に放電します。

コージネレーションによる削減

4．災害時の地域貢献と省エネの両立

■電力・ガス・水の継続供給

【体育館の災害時避難場所対応】

LED照明

コージェネ
システム
太陽光蓄電

災害時
避難場所として開放



5.学校活動と連携した環境への取り組み

■エネルギーの試す化

■時間割を利用した省エネシステム

見える化設備を利用して、エネルギー教育の一環として生徒と共に省エネルギーチューニングを行っていきます。

授業時間割に合わせたスケジュール制御を行います。

試す化は試されているか 竣工後（生徒との連携）

今夏、タブレット型端末を利用したエコウィーク活動を施策しました。

タブレットという仕掛けから誘発される環境教育を、今後も継続致します。

海外高校でのエコキャンパスへの取組の発表

2015年9月実績：1週間分の空調用ガス量がエコウィーク前と比較して

23％ 削減されました。

鹿島建設

立命館大学
近本研究室

立命館中高
生徒会

各教室に iPad 生徒会作成 ECOポスター



まとめ

立命館中学校・高等学校は

①地域に根ざし、

自然エネルギーを積極的に活用した省CO2化

②省CO2技術を活用した、社会的要請への貢献

③生徒の日々の活動や環境教育と、

建物技術とが一体となるエコキャンパス

を実現致しました。

今後も

更なる省CO2を

目指して参ります

新長岡京

23.8

▲10.2㎏/㎡・年

30.0％削減

旧校舎深草

オープンから１年の実績値

旧校舎 深草 → 新長岡京キャンパス

CO2排出量の比較

34

新長岡京
屋内ﾌﾟｰﾙ無

20.4

▲13.6㎏/㎡・年
40.0％削減

ご清聴

ありがとうございました

Kg/㎡・年

屋内ﾌﾟｰﾙ無

50％以上削減

長岡京ｷｬﾝﾊﾟｽ
未来に向けて



芝浦二丁目ｽﾏｰﾄｺﾐｭﾆﾃｨ計画
OASE Shibaura
－オアーゼ芝浦－

株式会社 丸仁ホールディングス

設計施工：清水建設

CM業務：久米設計

デザイン監修：南條設計室

喫煙所デザイン：早稲田大学古谷誠章研究室

本社インテリア：フィールドフォー・デザインオフィス

国土交通省 平成25年度第1回
住宅・建築物省ＣＯ２先導事業 採択プロジェクト

2015年11月25日
第16回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

完了プロジェクト紹介

ルーフガーデン

オフィス(丸仁HD)

オフィス(テナント)

オフィス(テナント)

オフィス(テナント)

オフィス(テナント)

オフィス(テナント)

吹抜
・

避難階段
・

ﾘﾌﾚｯｼｭ

エントランスロビー 店舗

テラス

オフィス(テナント)

オフィス(テナント)

オフィス(丸仁Ｇ)

オフィス(丸仁Ｇ)

オフィス(丸仁Ｇ)

エントランス
ロビー店舗

レジデンス

レジデンス

エントランスロビー店舗

〃

中通り

MJビル ：中規模オフィス ネクサス ：小規模オフィスレジデンス ：賃貸集合住宅

オアーゼ芝浦
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かつて潤いを発信したこの地に、
3棟同時開発のメリットを活かしつつ、

“都市のOASIS”を実現する

２．地域・環境への貢献
・コカ・コーラ時代からの意志
・地域密着型企業
・環境配慮型オフィスビル

地域とともに歩むオフィス

事業
のための
OASIS

地域・
環境
のための
OASIS

人
のための
OASIS

１．事業拡大と革新
・旧耐震の本社ビルの建替え
・不動産事業の拡大
・所有不動産の先進的な管理

スマートコミュニティオフィス

３．人材を育む
・人々の交流
・知的生産性の向上
・地域との交流

交流・知的生産性を促すオフィス

建物コンセプト

2

社会（地域・行政）との連携

■国土交通省：平成25年度住宅・建築物
省CO2先導事業採択

■経済産業省：電気事業法に基づく
特定供給制度の許可

■港 区：道路法に基づく
道路占有許可
帰宅困難者受入協定
防災倉庫賃貸借協定

■地 域：災害時を想定した訓練

社会（行政）への発信

■国土交通省：国際政策課日本技術の
輸出のためのPR映像

■内 閣 府：国土強靭化に資する
民間企業の取組み事例

■港 区：低炭素まちづくり計画
の掲載事例

■東 京 都：環境局主催シンポジウム

■関東経済産業局：「エネルギー基盤
強化 取組事例集」仮

■その他：（財）コージェネ財団
公益財団法人都市計画協会

等

連携と発信0
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事業のためのOASIS
スマートコミュニティオフィス１

事業継続性を高めるため、旧耐震のビル3棟を建替え

3棟の効率的かつ安全安心な不動産事業を行うため
既成市街地において国内初となるスマートコミュニティ化を採用。

4

ねらい ・電力ピークの異なる３建物の電力をMJビルで一括受電し、コージェネレーション
（熱電併給）による発電と合せ、特定供給の仕組みでレジデンスとネクサスに供給

・3棟のメリットを活かし、電力を3棟で融通することで、約25％のピーク電力削減

スマートコミュニティオフィス
電力の面的利用によるピークカット１-１

ネクサス
︓オフィス

レジデンス
︓集合住宅MJビル

︓オフィス
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スマートコミュニティオフィス
熱の面的利用によるエネルギーの高効率利用１-２

ネクサス
︓オフィス

レジデンス
︓集合住宅MJビル

︓オフィス

ねらい ・3棟のメリットを活かし、熱を融通することで、約90％の廃熱利用
・コージェネ発電機からの廃熱をデシカント空調機の再生熱源に利用
→知的生産性向上を目指した季節にとらわれない快適なオフィスの実現

6

スマートコミュニティオフィス
CEMSによる省CO2制御１-３

ねらい ・3棟全体のエネルギー予測により、最適制御をおこなうことで、約30%のCO2削減
効果が期待される。

・CEMSとクラウドサーバーの活用で、オアーゼ芝浦を管理拠点とし、全国に広がる
今後開発予定の所有不動産の円滑な管理システムを構築

ネクサス
︓オフィス

レジデンス
︓集合住宅MJビル

︓オフィス
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スマートコミュニティオフィス
非常電源の融通による自立性向上と安心・安全の見える化１-４

ねらい ・非常用発電機によりMJビル72時間対応。コージェネ発電機によりレジデンス・
ネクサス非常電源対応
・技術を“見える化”することで、安全なビル・安心なビルを実現

免震層を見ることができる見学窓の設置

免震層

ファサードに表した付加制振ブレース

“見える化”モニター
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地域・環境のためのOASIS
地域とともに歩むオフィス２

日常

災害時

日常のオアシスは
非常時にも安全安心の
拠点として機能する

３棟が連携し、防災性対策
を兼ね備えた地域の交流空
間づくり
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地球環境の向上
－日常のオアシスー２-１

ねらい ・地域に愛される企業、企業イメージの向上
・地球環境の負荷低減

平常時・・・３棟の一体化した緑化計画 歩行者や従業者への空間を提供

10

歩⾏者利⽤施設
低層部店舗、ベンチ等

一体化した緑化
壁面緑化、敷地植栽

舗装と規制変更
中通りの両端に歩道

外部喫煙エリア

地球環境の向上
－日常のオアシスー２-２

ねらい ・地域に愛される企業、企業イメージの向上
・地球環境の負荷低減

平常時・・・３棟の一体化した緑化計画 歩行者や従業者への空間を提供

11



港区防災備蓄倉庫

緊急避難テラス
津波・⽔害対策

一次滞在スペース
帰宅困難者用（協議中）

非常時の電力供給
帰宅困難者

応急活動スペース
マンホールトイレ・炊き出し

地域防災の向上
－災害時のオアシスー２-３

ねらい ・地域防災の拠点の構築

非常時・・・防災備蓄・帰宅困難者の一次滞在・緊急避難テラス・応急活動スペースを提供

12

人のためのOASIS
交流・知的生産性を促すオフィス３
当社にとってコカ・コーラ時代の働き方と意志は、経営上重要な資産

それらを継承し、セキュリティと連動させながらその運用を図る。
旧本社ビルで利用されていた空間を継承し、現在・そして未来へと利用される空間へ

コミュニティコーナー

コーナー

13



オフィス仕様

基準階オフィス
貸室面積：1,328㎡

（401坪）

専有部内コミュニティスペース リフレッシュエリア 屋上テラス

奥行：約17ｍ

天井高さ：2.8ｍ

フリーアクセスフロア：Ｈ100mm

グリッド天井

14

地域住民オアシス
－オアーゼテラスー３-１

配送車が行きかっていた裏通りを地域の方々へ愛される賑わいのある通りへ。
ねらい ・社内外コラボレーション

・地域に愛される企業（企業イメージ向上）

地域住民×従業員
の交流の場

15



おもてなしの空間
エントランスロビー３-２

開放的なエントランスは、開放性を継承しながらおもてなしの空間へ。
ねらい ・お客様対応の質の向上

・木調とハイレゾ音響設備による落ち着いたホテルライクなロビー

来訪者×従業員
の交流の場

16

日常的な交流の場
吹抜・避難階段・リフレッシュエリア３-３

吹抜階段は環境対策と、テナント間の枠を超えた交流の場へ。
ねらい ・会話を生み、コミュニケーションを図る

・上下階の回遊性

オフィス利用者
×

従業員
の交流の場

17



開放的な天空オアシス
回遊式ルーフガーデン３-４

限定的利用の屋上サロンは、開けた海岸への視線を意識した回遊式のルーフガーデンへ。
ねらい ・脳を切り替えるスペース

・お昼休みなどのウォーキングスペース

従業員×従業員
の交流の場

18



p2

プロジェクトの概要 ～ 提案事業と対象物件 ～

提案事業 ■ 既存の実験集合住宅 「NEXT21」 において、分散型

電源の性能を十分に発揮できる集合住宅向けの省

CO2措置導入、および、住戸の省エネ改修を行う。

■ 実験集合住宅の機能を活かし、省CO2性能の実証、

技術検証、情報発信、普及に向けた事業評価や条件

提言等を行う。

既存住宅（共同住宅）の改修

省CO2のマネジメントシステムの整備

省CO2に関する技術の検証

実験集合住宅 ＮＥＸＴ21

竣 工 1993年

所在地 大阪市天王寺区

清水谷町6-16
用 途 共同住宅（18戸）

規 模 地上６階、地下１階

面 積 敷地：1,543m2、

建築：896 m2、

延床：4,577m2

・当社の社員家族が実居住し、集合住宅の住まい方、エネルギーシステムを実験・検証する施設。

・環境共生住宅や技術検証の先導的なモデルとして評価されており、注目度が高い。



p3

省エネ省CO２導入システムの概要

ガスコージェネレーションを集合住宅の特性に合わせて効果的に活⽤し、省エネ、省CO2の更な
る追求とエネルギー⾃⽴を⽬指した実証実験を実施。

p4

省エネ省CO２システム導入結果① ～ 専有部のエネルギー設備 ～

4階フロア内のSOFCと蓄電池を組み合わせ、SOFC発電電⼒融通による系統電⼒負荷軽減
効果を検証。蓄電池に貯めた電⼒を朝⼣の電⼒使⽤のピーク時に使⽤することで、購⼊電⼒を
削減。発電量が1.6倍に増加、購⼊電⼒を91%削減し、系統電⼒負荷を軽減。

フロア内電⼒融通

4階から発電電⼒
は出ていかない

×

CO2削減率︓29％



p5

省CO２省エネシステム導入結果② ～ 専有部のエネルギー設備 ～

4階、6階フロアでは逆潮流を想定し、SOFC⾼効率運転（700W）を実施し、
省エネ性および系統電⼒負荷軽減効果を検証。

住棟電⼒融通(逆潮）

p6

省CO２省エネシステム導入結果② ～ 専有部のエネルギー設備 ～

24時間定格700Ｗの発電で、電⼒需要の⼩さい明け⽅や昼間に逆潮し、発電効率が向上
（仕様:46.5%）、発電量も２倍となり、購⼊電⼒35%削減。SOFCを逆潮可能な条件で
24時間定格（700W）で運転し、⾼効率な発電電⼒の最⼤活⽤により、31%の省エネを
実現。逆潮により効果倍増。

住棟電⼒融通（逆潮）

CO2削減率︓51％



p7

省エネ省CO２システム導入結果③ ～ 専有部のエネルギー設備 ～

今後のSOFCの発電効率向上、熱出⼒低下傾向を⾒通し、冬期の熱出⼒不⾜を太陽熱で補
うシステム実験を実施。熱融通を最⼤限に活⽤するシステムの制御構築により、更なる各⼾の
熱取込量の増加、シングルループ配管の放熱ロス低減を実施。

SOFCと太陽熱の組合せによる熱の有効利⽤

p8

省エネ省CO２システム導入結果③ ～ 専用部のエネルギー設備 ～

冬期の給湯負荷の約半分をSOFC排熱と太陽熱により賄えた。太陽熱の利⽤により、補助ボイ
ラー使⽤量を約1/4低減できた。SOFC排熱利⽤と太陽熱利⽤を組み合わせ、熱融通し、
20%の省エネを実現。熱融通がない（SOFC通常運転）場合と⽐較して、約4ﾎﾟｲﾝﾄの向上。

SOFCと太陽熱の組合せによる熱の有効利⽤

（3住⼾合計 2014/3/11〜3/17の7⽇間の⽇平均）

CO2削減率︓30％
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省エネ省CO２システム導入結果④ ～ 共用部のエネルギー設備 ～

太陽熱、CGS排熱を活⽤し、年間約8％の省エネを実現。また⼩型バイオガス化装置により、
台所⽣ゴミから発⽣させたバイオガスを都市ガスに混合し、CGSの燃料として有効利⽤できるこ
とを実証（バイオガス発⽣量は、平均210L/⽇程度）

M-CGSと太陽熱システムと組合せたセントラル空調システム
台所⽣ゴミからのバイオガス発⽣システム

CO2削減率︓16％

p10

省エネ省CO２システム導入結果⑤ ～ 住戸改修、省エネマネジメント ～

省CO２措置とマッチした省エネライフスタイルの検証
居住者のライフスタイルを省エネ型に切り替えていく⽅策の研究、実験を実施。居住
者による省エネ⾏動を考えるワークショップを開催し、居住者の省エネ⾏動実施のモ
チベーション向上につなげ、ワークショップ後⾃ら省エネ⾏動宣⾔を⽴案、実施しす
ることで、エネルギー使⽤量が6%軽減（冬期12-3⽉実施）

また、都市緑化における⽣物多様性（植⽣、昆⾍、野⿃等）を育むとともに、⼈と⼈
が触れ合う機会の創出やコミュニティ形成に向けた緑地マネジメントを実施。⽣態系
調査を通じ、⽣物⽣育基盤として機能していることを確認し、緑地管理を居住者が中
⼼に実施することや緑地イベントなどを通じ、居住者同⼠の交流に繋がり、居住者が
緑地に継続的に関わることができた。

CO2削減率︓6％

ワークショップの実施 緑地管理の様⼦（剪定作業）



p11

省エネ省CO２システム導入結果⑤ ～ 住戸改修、省エネマネジメント ～

住⼾改修（改修住⼾︓305住⼾、403住⼾）

住⼾と外部空間の間に中間領域を設け、
外部空間の豊かさを住⼾内に取り⼊れ、
空調に頼り過ぎない⽣活を実現。外部空
間と親和性の⾼い室内空間は⼼地よく、
料理教室などのイベント時に頻繁に使⽤
された。 403住⼾平⾯部（着⾊中間領域）と住⼾内

住⼾システムに応じたHEMSと住棟全体のBEMSによる省エネマネジメント

光熱費や電気・ガス・⽔道使⽤量、デマ
ンドレスポンス時の節電効果等、省エネ
意識向上のための情報を提供・表⽰する
HEMS（タブレット端末）を導⼊し、居
住者の省エネ意識の傾向が判明。また、
機器操作、部屋・⽤途毎のエネルギー使
⽤量の⾒える化などの次世代型HEMSの
各機能の使い勝⼿等を検証。

タブレット端末
（左）と次世代型
HEMS（下）

p12

省エネ省CO２システム導入結果のまとめ

 フロア内電⼒融通
SOFC発電電⼒をフロア内で融通し、蓄電池と組み合わせ、購⼊電⼒を91％削減
29%の省CO2を実現

 住棟電⼒融通(逆潮）
SOFCの24時間定格運転(700W）で⾼効率な発電電⼒を最⼤限利⽤し、
31％の省エネルギー、51％の省CO２を実現

 SOFCと太陽熱の組合せによる熱の有効利⽤
熱融通により20％の省エネルギー、30%の省CO2実現

 M-CGSと太陽熱システムと組合せたセントラル空調システム(バイオガス発⽣システム含む）
太陽熱及びCGS排熱を活⽤し、8％の省エネルギー、16%の省CO2を実現

 省CO２措置とマッチした省エネライフスタイルの検証
居住者がワークショップを通じ省エネ⾏動を⽴案・実施し、6％省エネルギー
6%の省CO2を実現。
⽣物⽣育基盤維持や緑地イベントでの居住者コミュニティ形成に寄与。

 住⼾改修（改修住⼾︓305住⼾、403住⼾）
中間領域により、空調に頼り過ぎない⽣活を実現し、交流の場としても使⽤

 住⼾システムに応じたHEMSと住棟全体のBEMSによる省エネマネジメント
HEMSの全⼾導⼊により、省エネ意識・⾏動の変化を確認



パッシブデザインによるサスティナブルリフォーム計画（マンション）

パッシブデザインによるサスティナブルリフォーム計画（戸建）

三井不動産リフォーム株式会社

国土交通省 平成24年度第1回
住宅・建築物省ＣＯ２先導事業 採択プロジェクト

2015年11月25日
第16回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

完了プロジェクト紹介

共通
◆省ＣＯ２、金利連動型リフォームローン
◆居住者の効果的な生活行動を促す研修システム（啓蒙）
◆多種多様なニーズに対応するため「必須」と「選択」を設定

マンション（専有住戸）
◆スムーズな通風が可能なパッシブ設計
◆インナーサッシ・換気ガラリ
次世代省エネ断熱・玄関可変建具
エネルギー利用状況表示パネル

◆省エネ診断システム・建設時ＣＯ２算出

戸建住宅
◆日射・通風・換気等を考慮したパッシブ
設計

◆使用頻度に応じた断熱性能の向上
◆太陽熱利用給湯システム・エネルギー
利用状況表示パネル・ＨＥＭＳ対応配管
遮熱スクリーン・ＬＯＷ－Ｅガラス
自然水の利用

◆省エネ診断システム・建設時ＣＯ２算出

1

＜プロジェクトの概要＞

＜プロジェクトの実績＞(平成24年度～平成26年度）

戸建住宅（６戸）
構造・規模 在来木造 2階建
住宅面積 106.8㎡～168.6㎡
築年数 24年～85年

マンション（２戸）
構造・規模 鉄筋コンクリート造
住宅面積 55.0㎡、82.3㎡
築年数 28年、14年



◆省ＣＯ２、金利連動型リフォームローンによる資金のサポート【選択】

『省ＣＯ２、金利連動型リフォームローン』

ＣＯ２排出削減率（基準比）に対して金利低減率を設定する。
基準比＝ＣＯ２排出削減量／ＣＯ２排出削減基準量
※ ＣＯ２の計算は年間暖冷房負荷計算による

共通

2

◆居住者の効果的な生活行動を促す研修システム【必須】

資金サポート運用啓蒙

建築主・居住者

リフォームプランナー 提携金融機関

住生活研究所

通風・換気・断熱の環境設計研修

＜居住者へのサポートと啓蒙＞

省エネ・省CO2 

生活行動

CO2

排
出

量

[年]
　０

省エネ 省CO2

建築士資格を有する１５０名の
リフォームプランナーによる、
最適な設計提案。
また、くらしの幅広い研究活動を
長期的に行う「住生活研究所」と
連携して環境設計の研修と居住者
への啓蒙を行う。

通風シミュレーションソフトを用い効果の確認

◆スムーズな通風が可能な設計【必須】

マンション

3

給気口 ガラリ

◆断熱性能の高いインナー
サッシの採用 【必須】

◆既存サッシ換気框付の場合
給気口ガラリを設置【選択】

◆外周部・最上階天井・構造熱橋部、次世代省
エネの断熱材を取り付け【必須】

◆暖冷房時の省エネ効果を算出【必須】

◆エネルギー利用状況表示
パネルの取付【必須】

◆玄関ホール部分に可変の建具を取付け【選択】

セカンドドア

◆リフォーム建設時のＣＯ２排出量を算出【必須】



◆日射・通風・換気等を考慮した設計 【複数組合せ必須】

自然エネルギーを効率的に利用した設計
①建物側日射制御設計（庇・ルーバー・ブラインド等）
②屋外環境設計（樹木・ウッドチップ・保水ブロック）
③通風設計（窓開口・欄間・ガラリ・換気塔等）
④換気設計（自然換気と機械換気の重ね合わせ等）
⑤多層レイヤー（空間構成の工夫・可動間仕切り・風除室・スクリーン等）

シミュレーションソフトを用いて日照・日射と通風効果を確認

戸建住宅

4

通風シミュレーション

３Ｄ

採光・日照シミュレーション

採光 夏季 冬季

◆リフォーム建設時のＣＯ２排出量の算出 【必須】

◆暖冷房時省エネ効果の算出 【必須】 【省エネ診断ソフト】

◆遮熱スクリーンLow-Eガラス【必須】
南面・西面に設置
夏期日射取得係数μ値
を減少

◆自然水の利用 【必須】
雨水タンク設置又は井戸の掘削

ＨＥＭＳ対応スリーブ等の配管施工

【井戸水ポンプ】【雨水タンク】

【遮熱スクリーン】

【太陽熱利用給湯システム】

【エネルギー使用量表示パネル】

戸建住宅

5

（必須）

（選択）

◆将来に向けＨＥＭＳ対応配管【必須】

◆太陽熱利用の設備を設置【必須】 ◆使用頻度に応じ断熱性能向上【必須】

◆その他の省エネ措置【選択】
居間・主寝室以外の外皮断熱、開口部断熱、
ＬＥＤ照明器具、その他

災害時居住空間としての居間・主寝室の
外皮部分に次世代基準の断熱材
洗面所・トイレ・浴室の外部窓をペアガ
ラスに交換又は内窓設置



北参道モデルルーム マンションで叶える「スマートリノベーション」

6

マンション

モデルを活用して効果の検証

戸建住宅

7

モデルを活用して効果の検証

自由が丘モデルハウス 「スマートリフォーム」体感モデルハウス
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マンション
建設地 Ⅳ地域（関西）
構造・規模 鉄筋コンクリート造 築年数 14年
床延面積 82.3㎡

改修前(既存)

寝室の通風を確保するために壁を開口、建具を設置

通風シミュレーション

改修後
改修前 改修後

施工事例

CO2推定削減量

改修前 提案内容 改修後 削減量 削減率

暖冷房負荷
（MJ/㎡）

545 460 353 192 35.0%

暖令房
(断熱改修)

（kg-co2/年）

1,224 796 428 35.0%

注１）暖令房費のCO2排出量は、国土交通省特別認定ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ『TRNSYS』による。

※　リフォーム時に発生したCO2発生量は18,387kg-co2と計算されている。
工事中に発生したCO2回収期間は18,387/428=43年となる。

施工事例

9

戸建住宅

改修後

通風シミュレーション

建設地 Ⅳ地域（関西）
構造・規模 在来木造 2階建 築年数 85年
床延面積 121.6㎡

CO2推定削減量

改修前 提案内容 改修後 削減量 削減率

暖冷房負荷
（MJ/㎡）

1,056 460 246 810 77.0%

暖冷房
(断熱改修)

（kg-co2/年）

3,500 854 2,646 75.6%

給　湯
(太陽熱利用)

(kg-co2/年）

978 594 384 39.3%

合計 4,478 1,448 3,030 67.7%

注1)暖冷房費のCO2排出量は、国土交通省特別認定ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ『TRNSYS』による。
注2)　給湯によるCO2排出量は、メーカー計算(ﾉｰﾘﾂ)による。
※　リフォーム時に発生したCO2発生量は44,653kg-co2と計算されている。
工事中に発生したCO2回収期間は44,653/3,031=14.7年となる。



10

戸建住宅

改修前

薄暗く、断熱材がない

雨水タンク設置ウッドチップ敷設

改修後

勾配天井・壁断熱材

太陽熱利用
給湯システム

施工事例

改修後CO2 推定使用量
（既存のまま20年と「リフォーム建設時、改修後20年」との比較）

年間暖冷房負荷の低減率が大きいと回収効果が高い
ケース1）等級2→4 低減率74.6％ 64.5％削減 杉 18.1本/㎡ ※11年で±0

ケース2）等級1→4 低減率76.7％ 29.8％削減 杉 9.4本/㎡ ※15年で±0

ケース3）等級3→4 低減率32.8％ ※55年で±0

戸建住宅

11

ケース 1 2 3 4 5 6

築年数 年 43 85 24 30 40 52

床面積 ㎡ 106.8 121.6 132.5 160.0 132.0 164.2 

既存性能
等級 2 1 3 3 3 3

断熱材 なし なし あり あり あり あり

暖
冷
房
負
荷

改修前 ＭJ/㎡ 968 1,056 469 475 479 470

改修後 ＭJ/㎡ 246 246 315 321 304 303
低減率 ％ 74.6% 76.7% 32.8% 32.4% 36.5% 35.5%

CO2

削減量 ｔ/ｍ2 0.253 0.132 （※）20年では削減に至らず
±０になるには以下の年数がかかる削減率 ％ 64.5% 29.8%

建設時
回収

年 10.9 14.7 54.4 64.1 40.1 38.3 
t/m2

ケース
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1 2 3 4 5 6

a：既存20年

b：ﾘﾌｫｰﾑ工事CO2+改修後20年

ｃ：削減量20年 a-b

ｄ：削減率20年％ ｃ/a

e：暖冷房負低減率％

効果高い

ﾘﾌｫｰﾑ時CO2を考慮すると
効果が現れるまで時間がかかる

t/㎡

削減

ケース



高経年既存共同住宅の
総合省CO2改修プロジェクト

エステート鶴牧４・５住宅管理組合

株式会社長谷工リフォーム

国土交通省 平成２４年度第２回
住宅・建築物省ＣＯ２先導事業 採択プロジェクト

2015年11月25日
第16回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

完了プロジェクト紹介

エステート鶴牧４・５住宅の概要エステート鶴牧４・５住宅の概要

1

物件名 ： エステート鶴牧４・５住宅

場所 ： 東京都多摩市鶴牧

敷地面積 ： ４９，２６４．７７㎡

建築面積 ： １１，３４５．１４㎡

延べ床面積 ： ３７，５３１．２０㎡

構造規模 ： ＲＣ造（壁式構造）３～５階建

住棟数 ：２９棟
（７棟は新耐震基準、２２棟は耐震診断済）

総戸数 ： ３５６戸

築年数 ： 改修時 築３１年（１９８２年３月竣工）

多摩ニュータウン全体
開発面積２８００ｈａ
１９６１年開発開始

0

50

100

150

居
住
者
数

年齢

▼年齢別人員構成

 新築時に入居した団塊世代関係が2/3、その後新し
く入替った人が1/3。

 年齢別ボリュームゾーンは、60～70代の団塊世代が
31％とその子供30～40代が17％、孫9％が目立つ。

 年齢構成は30歳以下が24％、31歳～60歳以下が
38％、61歳以上が36％。修繕積立

金, 34.5%

国の補助

金, 35.3%

住宅金融

支援機構

借入, 

30.2%

資金構成

※総工事費１１億６０００万円

▼



長谷工の「総合省CO2改修」とは?長谷工の「総合省CO2改修」とは?

• 築30年程度の既存共同住宅の「省エネルギー性能の向上」
と「長寿命化」を目的とした住みながら行う省CO2改修工事。

○メニュー

■外断熱改修
・外壁外断熱改修
・屋根外断熱改修
・樹脂内窓改修

■設備の高効率化改修
・共用部照明のLED化
・高効率給湯器への更新

■耐震改修
・住みながら耐震改修

■スマート化改修

・高圧一括受電導入
・電力の見える化
・幹線改修による専用部電力容量増強
・HEMS、MEMS導入（予定）
・太陽光発電、蓄電池設置（予定）

■その他の改修技術
（上記以外の改修メニューも必要に応じ実施）

総合 省CO2改修の両輪

建物の省エネ性能の向上と長寿命化により
良質な住宅ストックに再生します。

2

3

外壁の外断熱改修

CASBEE改修前後の評価結果比較 ： 改修前Ｂ-★★ ⇒ 改修後Ａ★★★★
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改修工事状況（外壁外断熱）

シール撤去・充填

外壁洗浄

メッシュ補強ベースコート躯体補修

断熱材貼り フィニッシュコート

← 外壁塗装引張り試験

5

改修工事状況（屋根外断熱）

既存屋根撤去

新規断熱材敷き

木毛セメント板敷き

スレート瓦葺き完了

防水シート敷き
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改修工事状況（樹脂内窓ほか）

枠取付け

樹脂サッシ取付け スペーシア取付け

7

サンプルルーム

▲サンプルルームの外壁に実際の外断熱仕上行程を
再現。サッシには樹脂内窓を取り付けた

▼今回の改修工事についての説明パネル展示、工事
手順ムービーの上映、各種サンプル・カタログも展示
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竣工写真

外断熱の外壁と塗装部分のグレーとホワイトのコントラストがデザインのポイント

遠景においては1982年竣工時の豊かな緑に囲まれたたたずまいをそのまま残している

室内環境測定およびアンケート結果１
改修前後の室内温度と過ごしやすさ（居室比較）

9

暖房時の冬の過ごしやすさ

朝起きて暖房する前の冬の過ごしやすさ

室内温度（同一期間）の測定結果▼

室内温度（代表日）の測定結果▼



室内環境測定およびアンケート結果２
代表日における改修前後の室内温度と表面温度・結露の状況

10

表面温度の測定結果▼

室内温度の測定結果▲

11

まとめ

改修後の住まい方についての説明パンフレット

▲完成後の居住者向け住まい方相談会（4/13）

・改修前後の省CO2効果の検証結果は、１６５ｔ、１２％
の削減となった。削減効果は提案時の２倍となった。

・室内温熱環境は数値上も体感上も大幅に向上している。

・住戸内各室の温度差が小さく、安定した環境になった。

・国土交通省が提唱する
①既存住宅ストックの長寿命化と省CO2の普及
②ストック再生による中古住宅市場の活性化
③持続可能な低炭素社会の実現

に貢献するプロジェクトとなった。

▲
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